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生徒の声をどのように
自校のPDCAサイクルに活かしていくか



魅力ある学校づくり
調査研究事業

子どもにとって魅力ある学校とは？

子どもへのインタビュー

生徒の声をどのように
自校のPDCAサイクルに活かしていくか



魅力ある学校づくり
調査研究事業

１年目 事業の理解と導入

生徒の声をどのように
自校のPDCAサイクルに活かしていくか



岳洋中学校で取り組んできた
PDCAサイクル（H29～H30）

推進部長（生活・学習・特活）による考察
しかけたことに対する考察と次のサイクルに向けて

生徒アンケート
身に付けさせたい力（幸福チケット）、生活状況

会礼プレゼン⇒授業・特別活動（行事）
提案の実践、調整、しかけ直し

推進部会⇒運営委員会⇒職員会議
前サイクルを受けての教育活動の提案
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岳洋中学校で取り組んできた
PDCAサイクル（H29～H30）

会礼プレゼンによる意識づけ



岳洋中学校で取り組んできた
PDCAサイクル（H29～H30）

生徒の声を聞くアンケートづくり



岳洋中学校で取り組んできた
PDCAサイクル（H29～H30）

しかけに対する考察



魅力ある学校づくり
調査研究事業の導入にむけて

魅力ある学校

効果のある
教育課程取組

子どもが安心
して通える。
学校が楽しい

新規の不登校
が出ない

生徒の声

P D C A

不登校数削減



これまでのPDCAサイクル
魅力ある学校づくり調査研究事業

推進部長（生活・学習・特活）による考察

しかけたことに対する考察と次のサイクルに向けて

生徒アンケート

身に付けさせたい力（幸福チケット）、生活状況

会礼プレゼン⇒授業・特別活動（行事）

提案の実践、調整、しかけ直し

推進部会⇒運営委員会⇒職員会議

前サイクルを受けての教育活動の提案
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学年単位で考察

しかけたことに対するズレを考察

生徒アンケート

意識調査（様式指定・無記名）

授業・特別活動（行事）

取組の実践、調整、しかけ直し

意識調査から学年単位で目標設定

意識調査を元に取り組みを考える（目標設定）
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これまでのPDCAサイクル
魅力ある学校づくり支援事業

• ５サイクル

これまで

のPDCA

サイクル

• ３サイクル

魅力ある

学校づくり

調査研究

事業

これまで

魅力

岳洋中

独自

２つのPDCAサイクルがずれており、煩雑 従来の取組に、「魅力ある」のサイクルを組込



岳洋中学校のPDCAサイクル

考察（推進部長・学年部）
しかけたことに対する考察（推進部長） カスタマイズしたことに対するズレを考察（学年部）

生徒アンケート ２種類
身に付けさせたい力（幸福チケット）、生活状況、意識調査

会礼プレゼン⇒授業・特別活動（行事）
提案の実践、調整、しかけ直し

意識調査から学年単位で目標設定（学年部会 月1回）
意識調査を元に職員会議の提案をカスタマイズ

推進部会⇒運営委員会⇒職員会議
前サイクルを受けての教育活動の提案
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岳洋中学校に必要な準備

PDCAサイクルが回せるものにするための事前準備

プランニングや考察を行うための「学年部会」を月１回設定

子どもの実態や声にとことん寄り添うため、
学校でこだわる項目はあえて設定しない。

学校が楽しい みんなで何かをするのは楽しい
授業に主体的に取り組んでいる 授業がよくわかる



各学年部のプランニング

P ①生徒の声をもとに、次のしかけを個人で考える
②学年部会で、着目する項目と数値目標を決める
③具体的なアクションを考える

着目する項目は学年部ごとに考える
→『しかけたことと生徒の声とのズレ』に着目して、

継続したしかけと新たなしかけを考える



各学年部の具体的なしかけ

D ①しかける内容を『高め合う集団づくり』と『わかる授
業づくり』に分けて計画
②学年の生徒に合った方法で職員会議に提案があっ
たことを中心に、カスタマイズしてしかける

しかけたことを見える化し、価値づける



各学年部の具体的なしかけ（１年生）
目標指標「学校が楽しい」

わからん印＆わかった印で授業の困り感を共有
学級MVPを授業で活躍した人から選ぶ取組

授業が
よくわかる

学校が
楽しい



各学年部の具体的なしかけ（２年生）
目標指標「授業に主体的に取り組んでいる」

アンケート考察から、行事で大きく伸びる傾向
日常をイベント化し、行事の成長を持続する試み

授業に主体
的に取り組
ませたい

不登校
少ない

主体的とは何か
M S S

（もっとも 主体的な 生徒）



各学年部の具体的なしかけ（３年生）
目標指標「みんなで何かをするのは楽しい」

みんなで何かをする楽しさを感じさせたい
学校が楽しいところだと感じてほしい

中２ ３月
アンケート

低調

不登校
相談室登校

多い



生徒の声を２つのアンケートから聞く

C
①『魅力ある学校づくり』の項目と『菊川市・小中
連携・推進部・研修・幸福チケット』の項目で実施

②それぞれの項目について、担当者（推進部長・
学年部）が考察し、全職員で共有



考察から次のアクションへ

A ・推進部として、次のステージでしかける内容に生
徒の声を反映させる。

・学年部として、次のステージにしかける内容に生
徒の声を反映させる。



R１岳洋中学校のPDCAサイクル
アンケート結果

目標値80％

ズレが最小に59.4

76.7

64.7 62.6

75.2

63.1



R１岳洋中学校のPDCAサイクル
アンケート結果

目標値80％

47.3 41.8
50.7

39.4 43.3 46.5

生徒と教師の「主体的」を合わせる取組 数値を下げる

授業がよくわかるとの差は？



R１岳洋中学校のPDCAサイクル
アンケート結果

目標値75％

61.8％から77.3％へ
行事の前後に関わらず、高い水準へ

61.8

74
66.4

72.6 72.7
77.3



R１岳洋中学校のPDCAサイクル
考察

•若手からベテランまで同じデータをもとに子
どもの声をとらえる。

→観の共有（生徒を見る目・生徒を見立てる目・生徒のこれからを見通す目）

→教師力の向上

・職員全員が取り組むカリキュラムマネジメント

→PDCAサイクルを日常的に意識

→現状を維持しようという停滞感がなくなる

成 果



魅力ある学校づくり
調査研究事業

２年目 事業の浸透

生徒の声をどのように
自校のPDCAサイクルに活かしていくか



PDCAサイクルを行う上でのポイントを整理

生徒の声（アンケート）

・生徒の現状や傾向
・教師の認識とズレ

生徒にとって必要な教育
活動をプロデュースする

①これまでの
取り組みから

○見つける
○修正する
○絞って力を入れる

②新たな取り組みを
始める

子どもがどう成長するか
見立てる（目標を設定する）

進捗状況を確認し修正する

・しかけなおし
・短期？長期？で結果

取り組む



生徒の声を見立てる

各校の研修やプランニングに参加させていただき、

ありがとうございました。



生徒の声を見立てる

生徒の声→生徒の現状・生徒の傾向（良さ・課題）

教師の認識とのズレはないか

同じ学校内でも学級のアンケート結果は大きく異なる

（小笠北小より資料提供）



教育活動をプロデュースする

私たちの行っている教育活動は「どれも子どもにとって＋（プラス）の取り組み」
でも・・・それが子ども達にどう効いているかを何をもって説明するのか？

○一部の子どものための活動になっていないか
○教師の自己満足になっていないか
○子どもの目的や意図は伝わっているか



子どもの成長を予測する

成長（数値が上がる・数値を下げる）

￬
正しく認識する･･･取り組みの目的を理解

メタ認知の精度

ア～エの項目の中で、○に着目し、

きっと目の前の子ども達は、正しく認識すれば、

「１年後に10人中□人が当てはまると答える」であろう

結果
教師と生徒との取り組みへの、感覚のズレがなくなってくる
＝子どもの声が聞けている（取り組みが浸透している）



進捗状況を確認しながら
生徒の声でチェック！

短期で結果が出てほしい取り組みなのか
（ステージごと、学期ごと）

長期で結果がでると思われる取り組みなのか
（1年後）

予定通りの手応え 思ったより効いていない？

しかけなおし（ズレの修正）そのまま（ズレなし）

そもそも、一律同じことをやってうまくいく活動はあるのか？
→子どもの声を聞けていないのでは？
→教師がやらされ感を感じていないか？ → 形骸化



子どもの声で教育活動を点検し、
子どもにとって魅力のある教育活動にしたい。

生徒の声（アンケート）

・生徒の現状や傾向
・教師の認識とズレ

生徒にとって必要な教育
活動をプロデュースする

①これまでの
取り組みから

○見つける
○修正する
○絞って力を入れる

②新たな取り組みを
始める

子どもがどう成長するか
見立てる（目標を設定する）

進捗状況を確認し修正する

・しかけなおし
・短期？長期？で結果

取り組む



魅力ある学校づくりへの期待

魅力ある学校づくりとは・・・

「生徒とともにある学校づくり」
～生徒の教育課程への参画～
教師：プロデューサー 生徒：俳優



魅力ある学校づくりの今後への展望

魅力ある学校づくりの浸透

→菊川型カリキュラムマネジメント

・次年度以降も市教委がアンケート結果を各校より
集約し、データの見方や活用例を使って研修をする。

（生徒指導研修・学び続ける教員研修・初任研）

生徒による魅力ある学校づくり

・学校アンケートの中に、生徒会・児童会が決めたア
ンケート項目を入れ、その結果をもとに生徒の声を生
徒がPDCAサイクルをまわす試み（絆づくり）


